
まえがき＝原子力発電者

0（金属銀）に還元され，I－（ヨウ素イオン）が地下水
中に溶解する4）。溶解した I－は，岩盤及び処分場の充填
材料（セメントなど）への吸着率が低いことから，I－129
は人間生活圏に移行し易い。上述の背景により，超ウラ
ン元素を含む廃棄物（TRU廃棄物）の地層処分場の予備
的安全評価においては，長半減期である I－129 が被ばく
線量ピークを支配し，寄与が大きいと報告されている2）。
　日本では，I－129 が放三環
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20mmW×20mmL×20mmH程度の立方体形状の試験片
を切出し，長期浸出試験の供試体とした。試料はダイヤ
モンドカッタで切断成形した。試料の表面に付着する切



AgIは Ag0に還元されて I －が溶液中に溶解するとされて
いる4）。Si の場合は，試験開始直後に 10－5g/cm







ほとんど進まないと考えられる。
　なお，水の侵入がない領域では，浸漬前後で結晶構造
の変化はない。水の侵入する領域（黒変層）では，I の
溶解，Ag2S 沈殿生成などの変化がある。
　すきま部に溶液成分が確認されたことから，Iの固化体
内からの浸出経路は石英粒間であると考えられる。ま
た，固化体を構成する結晶質 SiO2粒は，水の浸入の有無
にかかわらず変化はないものと考えられる13）。

4．HIP 岩石固化技術のまとめ


